
存
す
る
木
質
及
び
家
畜
排
泄
物

バ
イ
オ
マ
ス
や
、
小
水
力
な
ど

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
た
民
間
事
業
の
促
進

な
ど
、
関
係
者
の
皆
様
方
と
連
携

し
、
雇
用
の
拡
大
と
市
民
所
得
の

向
上
に
つ
な
が
る
施
策
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
つ
目
に
「
広
域
連
携
を
積
極

的
に
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
に

つ
い
て
は
、
本
市
は
大
隅
地
域
の

中
心
市
と
し
て
、
地
域
全
体
の
発

展
を
牽
引
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

積
極
的
に
大
隅
総
合
開
発
期
成
会

や
大
隅
定
住
自
立
圏
構
想
の
取
組

な
ど
広
域
行
政
を
推
進
し
、
地
域

に
共
通
す
る
課
題
の
解
決
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

主
な
取
組
と
し
て
は
、

○
豊
富
な
農
林
水
産
物
や
豊
か
な

自
然
環
境
、
鹿
屋
体
育
大
学
な

ど
、
大
隅
地
域
の
優
位
性
や
未

利
用
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
産

学
官
連
携
に
よ
る
観
光
・
ス

ポ
ー
ツ
・
食
を
通
じ
た
体
験
型

広
域
観
光
の
推
進

○
優
れ
た
食
材
や
加
工
品
を
活
用

し
た
大
隅
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
と

販
路
開
拓
の
支
援

○
市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
や
交

流
を
促
進
す
る
広
域
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
・
強
化

な
ど
、
鹿
屋
・
大
隅
地
域
の
資
源
・

特
性
を
生
か
す
と
と
も
に
交
流
を

促
進
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と

市
民
生
活
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

３
つ
目
に
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
、
育
て
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

と
と
も
に
、
す
べ
て
の
市
民
が
健

や
か
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
人
に
や
さ
し
い
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、

○
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
償

化
、
保
育
料
の
負
担
軽
減
、
児

童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
な
ど
子
育
て

を
支
え
る
制
度
・
環
境
の
充
実

を
は
じ
め
、

○
医
療
機
関
等
と
連
携
し
た
産
科

医
療
体
制
や
緊
急
医
療
体
制
の

充
実
・
強
化

の
３
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

５
つ
の
戦
略
を
展
開
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
１
つ
目
に
「
雇
用
と
所

得
に
つ
な
が
る
産
業
を
お
こ
す
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
産
業

の
振
興
と
雇
用
の
場
の
確
保
に
よ

る
強
固
な
経
済
基
盤
が
あ
っ
て
こ

そ
、
地
域
の
発
展
と
活
性
化
が
実

現
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、

○
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
攻
め

の
農
業
に
転
進
し
、
地
域
産
業

を
牽
引
す
る
「（
仮
称
）
か
の

や
農
業
・
農
村
戦
略
プ
ラ
ン
」

の
策
定

○
市
内
の
企
業
が
製
造
し
た
製
品

を
市
が
購
入
・
使
用
し
、
実
績

や
信
頼
性
を
確
立
し
て
販
路
拡

大
を
図
る
ト
ラ
イ
ア
ル
発
注
制

度
の
創
設

○
県
が
整
備
す
る
大
隅
加
工
技
術

拠
点
施
設
を
活
用
し
た
、
６
次

産
業
化
の
推
進
と
食
品
加
工
企

業
の
立
地
促
進

○
太
陽
光
を
は
じ
め
、
地
域
に
賦

▲ �２月 27 日、平成 26 年３月鹿屋市議
会定例会本会議で所信表明を述べる
中西茂市長

　

平
成
26
年
３
月
鹿
屋
市
議
会
定

例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
平
成
26

年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
と
す
る

諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
市
政

に
関
す
る
所
信
の
一
端
を
申
し
上

げ
、
議
員
並
び
に
市
民
の
皆
様
の

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

我
が
国
の
経
済
は
、
政
府
の
経

済
政
策
い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
実
施
に
よ
り
、
大
都
市
を
中
心

に
企
業
業
績
や
雇
用
情
勢
が
改
善

傾
向
に
あ
り
、
本
年
２
月
の
政
府

月
例
経
済
報
告
に
お
い
て
も
「
景

気
は
、
緩
や
か
に
回
復
し
て
い

る
。」
と
の
判
断
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
急
激
な
円
安

の
影
響
や
消
費
税
増
税
の
駆
け
込

み
需
要
の
反
動
、
海
外
景
気
の
下

振
れ
リ
ス
ク
な
ど
、
今
後
も
先
行

き
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ン
ジ
し
、
本
市
の
未
来
を
確
か
な

も
の
に
す
る
こ
と
が
、
市
民
の
皆

様
か
ら
託
さ
れ
た
責
務
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
民
の
皆
様
と
一

体
と
な
り
、
鹿
屋
・
大
隅
地
域
を

前
進
さ
せ
、
豊
か
さ
と
温
も
り
を

実
感
で
き
る 

『
市
民
が
主
役
の
明

る
い
未
来
づ
く
り
』
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

市
政
運
営
の
３
つ
の
基
本

方
針
と
５
つ
の
戦
略 

　

私
は
、『
市
民
が
主
役
の
明
る

い
未
来
づ
く
り
』
を
支
え
る
柱
と

し
て
、

○
雇
用
と
所
得
に
つ
な
が
る
産
業

お
こ
し

○
み
ん
な
で
築
く
安
心
・
安
全
で

や
さ
し
い
地
域
づ
く
り

○
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
元
気
百
倍
の

人
づ
く
り

所 信 表 明
特
集

　

２
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
26
年
3
月
鹿
屋
市
議
会
定
例
会
本
会
議
で
、
中
西
茂
市
長
が

所
信
表
明
を
行
い
、
今
後
４
年
間
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
述
べ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▲　平成 26 年３月議会本会議

＂市民が主役の
明るい未来づくり＂

　

こ
の
よ
う
な
中
、
地
方
自
治
体

に
お
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
運
営

に
加
え
、
高
齢
化
と
人
口
減
少
が

同
時
進
行
す
る
状
況
に
あ
り
、
難

し
い
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
今
こ
そ
、
地

域
の
資
源
と
特
性
を
生
か
し
、
自

立
し
た
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
構

築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

   

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　

こ
の
よ
う
に
時
代
が
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
す
る
中
、
鹿
屋
・
大
隅

地
域
で
は
、
東
九
州
自
動
車
道
、

志
布
志
港
、
肝
属
中
部
畑
地
か
ん

が
い
、大
隅
加
工
技
術
拠
点
施
設
、

佐
多
岬
観
光
整
備
な
ど
、
地
域
発

展
の
基
礎
と
な
る
数
々
の
社
会
資

本
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
大
事
な
時
期
に
、

い
か
な
る
課
題
に
対
し
て
も
情
熱

と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
チ
ャ
レ

所信表明
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